
鶴
岡
市
議
会
臨
時
会
が

日
開
か
れ
、
６
月
定
例

25市
議
会
で
撤
回
さ
れ
て
い

た
鶴
岡
第
三
中
学
校
改
築

の
工
事
請
負
契
約
締
結
の

３
議
案
が
再
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

契
約
締
結
は
、

鶴
岡
第
三
中
学
校
改
築

工
事
が
佐
藤
工
務
・
十
和

建
設
・
山
口
工
務
店
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
で

億
３
６
０
０
万
円
、

18
同
電
気
設
備
工
事
が
配

工
・
大
同
・
ハ
ク
ヨ
ウ
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

で
２
億
３
０
０
４
万
円
、

同
機
械
設
備
工
事
が
山

空
・
日
栄
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体
で
２
億
９
６

６
７
万
６
千
円
で
す
。

い
ず
れ
も
工
期
は
平
成

年
３
月

日
ま
で
。

30

16

本
会
議
で
、
本
年
度
分

の
国
補
助
金
約
１
億
５
４

０
０
万
円
の
内
示
決
定
が

日
付
け
で
あ
っ
た
と
の

19説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

改
築
事
業
は
校
舎
、
体

育
館
、
武
道
場
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
総
事
業
費
約
30

億
円
で
、
う
ち
２
割
程
度

の
文
科
省
補
助
金
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

工
事
着
手
は
当
初
計
画

よ
り
３
週
間
ほ
ど
遅
れ
ま

す
が
、
校
舎
完
成
は
予
定

通
り
２
０
１
８
年
３
月

で
、
２
学
期
か
ら
利
用
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

共
生
の
社
会
を
め
ざ
し
て

ら
、
仕
事
に
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍
す
る
ま

で
に
至
っ
た
方
の
「
共
に
生
き
る
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
て
」
と
い
う
主
張
発

表
に
は
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
９
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

で
満
員
、
鶴
岡
か
ら
は
旧
市
町
村
毎
に

名
が
参
加
。
ご
挨
拶
に
行
く
と
、「
こ

46れ
か
ら
も
よ
ろ
し
ぐ
の
」
と
声
を
か
け

ら
れ
、
願
い
に
応
え
て
い
か
ね
ば
と
身

が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

「
差
別
解
消
法
」
は
限
界
も
あ
り
ま

す
が
前
向
き
な
一
歩
。
真
の
共
生
社
会

に
向
け
て
、
障
が
い
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
福
祉
施
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

日
（
金
）
、
村
山
市
民
会
館
で
お

22
こ
な
わ
れ
た
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
大

会
に
出
席
、
２
名
の
県
議
ら
と
共
に
来

賓
と
し
て
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
は
、
国
連
障
害
者
権

利
条
約
批
准
、
障
害
者
差
別
解
消
法
施

行
、
「
山
形
県
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
条

例
」
施
行
な
ど
を
長
年
の
運
動
の
成
果

と
確
認
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
が
現
実
に
活

か
さ
れ
る
よ
う
に
引
き
続
き
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
障
が
い
者
の
援
護
と
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
な
ど
の
表

彰
。
事
故
で
重
度
の
障
害
を
負
い
な
が

と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
加
藤
太
一
市

議
は
「
交
付
金
の
内
示
を

正
式
に
確
認
し
な
い
ま
ま

に
入
札
ま
で
事
務
手
続
き

が
進
ん
だ
の
は
問
題
が
あ

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

榎
本
市
政
は
、
ご
み
処

理
問
題
で
三
川
町
に
無
断

で
名
前
を
使
い
「
計
画
変

更
」
を
国
に
提
出
し
た
問

題
に
つ
づ
き
、
交
付
金
内

示
が
な
く
事
業
着
手
し
た

こ
と
で
、
公
務
と
し
て
は

あ
り
え
な
い
失
政
を
重
ね

ま
し
た
。

水尾京子氏（2006年11月、
市政功労表彰祝賀会にて）

【
寄
稿
】
「
新
つ
る
お
か
」２
０
０

０
号
に
寄
せ
て

水
尾

京
子

（
元
鶴
岡
市
議
）

新
つ
る
お
か
２
０
０
０

号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。毎

週
、
約

年
間
の
発

40

行
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。思

い
起
こ
せ
ば
、
第
１

号
は
１
９
７
７
（
昭
和

）
52

年
４
月
で
し
た
。

当
時
の
市
議
団
（
遠
藤

・
関
・
菅
原
・
水
尾
）
が

福
島
に
視
察
に
行
き
、
そ

の
時
立
ち
寄
っ
た
福
島
党

議
員
団
で
発
行
し
て
い
た

「
民
報
」
を
見
て
、
早
速

「
新
つ
る
お
か
」
を
発
行

し
た
の
で
し
た
。

当
時
は
ワ
ー
プ
ロ
も
パ

ソ
コ
ン
も
な
く
手
書
き

で
、
そ
れ
を
印
刷
屋
さ
ん

で
印
刷
し
て
い
ま
し
た
。

毎
週
編
集
が
ぎ
り
ぎ
り

に
な
り
、
刷
り
上
が
り
を

見
て
、
意
味
不
明
・
誤
字

・
脱
字
が
あ
っ
た
時
は
、

落
ち
込
ん
だ
も
の
で
す
。

「
新
つ
る
お
か
」
の
発

行
で
、
党
議
員
団
の
活
動

や
市
議
会
の
動
き
、
地
域

の
行
事
な
ど
共
産
党
と
地

域
が
見
え
る
よ
う
に
な

り
、
発
行
が
待
た
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
両
面
に
な
り
内

容
も
充
実
、
毎
回
の
「
議

会
の
質
問
・
答
弁
」
は
じ

め
時
々
の
「
政
治
・
社
会

問
題
」
も
丁
寧
に
載
せ
て

あ
り
、
「
関
県
議
の
コ
ー

ナ
ー
」
「
入
札
情
報
」
も

良
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

議
員
団
の
論
戦
は
政
治

を
変
え
る
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
は
、
参
院
選
で
の
「
野

党
統
一
」
な
ど
、
共
産
党

の
リ
ー
ド
で
情
勢
を
変
え

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
編

集
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
の

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
危
う
い
時
代

は
言
論
・
報
道
の
統
制
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

「
新
つ
る
お
か
」
が
平

和
と
く
ら
し
の
守
り
手
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。ど

う
ぞ
健
康
に
留
意
さ

れ
、
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

６
月
定
例
市
議
会
で

は
、
同
３
議
案
が
総
務
常

任
委
員
会
で
審
議
可
決
さ

れ
た
後
に
、
国
の
交
付
金

が
当
初
予
定
の
一
部
し
か

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た

め
、
工
事
着
手
が
出
来
な

い
と
し
て

日
、
議
案
撤

30

回
の
事
態
に
な
り
ま
し

た
。

７
月
１
日
の
議
会
閉
会

の
前
日
の

日
、
急
き
ょ

30

全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、

議
案
撤
回
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

市
の
説
明
で
は
「
４
月

に
武
道
場
分
の
交
付
内
示

５
０
０
万
円
が
あ
っ
た
の

で
校
舎
分
も
６
月
に
は
あ

る
と
判
断
し
て
行
っ
た
」

補
助
金
内
示
な
く
事
業
着
手
、
ご
み
処
理
計

画
無
断
変
更
…
あ
り
得
な
い
失
政
重
ね
る



鶴
岡
田
川
地
域
社
保
協

（
高
橋
憲
志
会
長
）
は
、

介
護
制
度
改
悪
を
受
け
、

市
が
来
年
４
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
介
護
総
合
事

業
（
要
支
援
１
、
２
の
介

護
支
援
事
業
）
に
つ
い
て

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
庄
内
医
療
生
協

の
岩
本
専
務
が
務
め
、
国

の
進
め
る
自
助
・
共
助
・

公
助
の
考
え
に
基
づ
く

「
安
上
が
り
」
を
目
的
と

す
る
制
度
改
悪
の
中
身
に

つ
い
て
、
先
行
実
施
し
て

い
る
他
自
治
体
で
の
状
況

や
、
市
の
総
合
支
援
事
業

の
考
え
方
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

市
が
検
討
し
て
い
る

「
住
民
主
体
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
の
考
え
方
で
は
、

「
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
実
施
要
件

（
対
象
人
数
・
時
間
・
回

数
）の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

セ
ミ
プ
ロ
的
な
人
達
で
な

い
と
で
き
な
い
」と
述
べ
、

参
加
者
か
ら
も
「
そ
れ
で

は
住
民
同
士
が
進
め
る
住

民
主
体
と
は
相
容
れ
な

い
」
と
の
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
支
援
申
請
の
際

の
介
護
認
定
や
基
本
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
の
考
え
方
に

つ
い
て
も
、
介
護
事
業
関

係
者
か
ら
「
申
請
者
が
き

ち
ん
と
支
援
が
受
け
ら
れ

る
心
配
だ
」
「
こ
れ
ま
で

も
、
本
人
の
状
態
を
見
誤

っ
て
適
正
な
支
援
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
」
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
低

下
へ
の
懸
念
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

他
に
も
「
緩
和
さ
れ
た

支
援
サ
ー
ビ
ス
で
、
介
護

報
酬
が
下
が
り
事
業
所
の

運
営
は
一
段
と
厳
し
く
な

る
」
「
安
上
が
り
に
し
た

こ
と
で
重
症
化
を
進
行
さ

せ
、
介
護
難
民
の
増
加
に

つ
な
が
る
の
で
は
」
と
の

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

構
成
団
体
の
一
員
と
し

て
参
加
し
た
菅
井
巌
市
議

は
、
６
月
議
会
の
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
た
内
容
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

地
域
社
保
協
で
は
、
29

日
に
市
担
当
課
と
懇
談
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

日
、
山
形
大
学
農
学

21
部
と
県
農
業
会
議
が
主
催

し
た
、
「
庄
内
ス
マ
ー
ト

・
テ
ロ
ワ
ー
ル
戦
略
講
演

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
関
係
者
や
、
地
域

の
農
業
委
員
、
農
家
、
農

産
加
工
業
者
、
行
政
関
係

者
が
参
加
。
菅
井
巌
市
議

も
参
加
し
ま
し
た
。

同
学
部
で
は
「
ス
マ
ー

ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
地
域

食
料
自
給
圏
）
」
を
提
唱

す
る
カ
ル
ビ
ー
（
株
）
の

松
尾
雅
彦
相
談
役
か
ら
の

支
援
を
受
け
、
今
年
度
か

ら
寄
附
講
座
を
開
設
し
、

高
坂
農
場
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

・
大
豆
・
飼
料
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
養
豚
な
ど
を
連

携
さ
せ
た
実
証
を
始
め
て

い
ま
す
。

基
調
講
演
で
松
尾
氏

は
、
「
輸
入
農
産
物
の
増

加
が
国
内
産
を
圧
迫
し
、

農
村
離
れ
・
大
都
市
圏
へ

の
人
口
移
動
『
向
都
離
村
』

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

る
」
と
訴
え
、
輸
入
を
地

域
内
生
産
に
置
換
で
き
れ

ば
「
発
展
で
き
る
地
域
」

へ
の
道
が
開
け
る
と
述
べ

ま
し
た
。

ま
た
、
畑
作
を
重
視
し

反
収
増
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
、
穀
物
輪
作
～
畜
産
～

食
品
加
工
の
「
耕
畜
・
農

工
連
携
」
を
進
め
る
こ
と

で
自
給
圏
が
構
想
で
き
る

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

農
学
部
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月25日入札分

・市公共下水道事業 雨水茅原第1幹線2-3～2-4号新設工事（茅原地内）
入札3業者
佐藤組・鶴岡建設特定建設工事共同企業体 代表者 (株)佐藤組

506,000,000円（511,801,000円）工期～29/3/31（落札率98.9％）
・市公共下水道事業 雨水茅原第1幹線2-7号新設工事（宝田三丁目地
内）入札14業者
(株)佐藤工務 292,000,000円（297,555,000円）工期～29/3/31（落札率98.1％）

管理課入札結果（ ）内は予定価格
7月21日入札分

・市立広瀬小学校屋外非常用階段改修工事 入札4業者(3回入札)
(株)丸元建設 4,200,000円（4,360,000円）工期～9/27（落札率96.3％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月21日入札分

・市湯田川コミュニティセンター多目的ホール増築機械設備工事 入
札5業者
東洋空調工業(株) 8,320,000円（8,470,000円）工期～29/3/24（落札率98.2％）
・鶴岡市湯田川コミュニティセンター多目的ホール増築電気設備工事
入札11業者
アベ電工(株) 9,350,000円（9,840,000円）工期～29/3/24（落札率95.0％）
・鶴岡市湯田川コミュニティセンター多目的ホール増築工事 入札16
業者
(株)浅賀建設 66,000,000円（67,200,000円）工期～29/3/24（落札率98.2％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月21日入札分

・市道山崎横路線早田橋地質調査業務（早田地内）入札16業者
(株)キタック山形事務所 1,350,000円（2,067,000円）期間～8/19（落
札率65.3％）
・七軒町神明町線道路改良工事（神明町地内）入札5業者
田川砂利工業(株) 1,800,000円（1,850,000円）工期～10/3（落札率97.3％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月21日入札分

・市公共下水道事業 汚水1H042～065号新設工事（井岡地内）入札16
業者
菅原建設(株) 36,600,000円（37,749,000円）工期～12/28（落札率97.0％）
・市公共下水道事業 汚水1H012～033号新設工事（岡山地内）入札16
業者
小野寺建設(株) 47,000,000円（48,518,000円）工期～29/1/31（落札率96.9％）

鶴岡市の要介護(要支援)認定者数

（年度） 1 2 計 1 2 3 4 5 計
平成23 770 835 1,605 1,534 1,595 1,111 1,000 1,386 6,626 8,231
平成24 815 828 1,643 1,638 1,653 1,093 1,052 1,375 6,811 8,454
平成25 815 894 1,709 1,650 1,705 1,181 1,056 1,387 6,979 8,688
平成26 778 969 1,747 1,723 1,724 1,231 1,061 1,391 7,130 8,877
平成27 868 967 1,835 1,780 1,760 1,254 1,037 1,369 7,200 9,035

要支援 要介護
総計

原水爆禁止世界大会
代表団壮行会

原水爆禁止鶴岡田川地区実行委員

会は、世界大会に参加する代表団の

壮行会を下記の通り開催します。

日時 ８月１日（月）１８時３０分

場所 鶴岡協立病院付属

クリニック２階会議室

つるおか被爆者の会会長・三浦恒

稘さんが講演を行います。


